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文法指導の書き換えについての考察
―〈too … to do〉と〈so … that S cannot do〉の書き換えにおける，
　より正確な説明を求めて―

伊計　拓郎

１．序
　英語を学習する際には，「総合英語」という名が
ついた参考書（以下，「総合英語」）を活用する機会が
よくあるだろう．主な対象者は英文法を学習する中
高生かもしれないが，中には社会人が手に取ること
もあり，また英語教員も文法指導の参考によく活用
しているのではないだろうか．そうした「総合英
語」の中には，文法の理解を深めるために，「書き
換え」を用いた説明が含まれていることが多い．
　しかし，従来の説明で用いられてきた「書き換
え」が，実際には成立しないような事例が見つかる
ことがある．ここでは〈too … to do〉と〈so … 
that S cannot do〉との書き換えに焦点を当てて，
その書き換えの公式が妥当なものかを検討していき
たい．

２．書き換えの妥当性
　まず，〈too … to do〉の意味と特徴を，以下のよ
うにまとめる．
【意味】
・「…すぎて～できない」（結果）
・「～するにはあまりに…すぎる」（程度）
【特徴】
・tooの後ろに形容詞・副詞が来る
・notを使用しないが，「否定」の意味が含まれる
そして，この〈too … to do〉は〈so … that S can-
not do〉で書き換えが可能（ほぼ同じ意味）と説明を
する「総合英語」は少なくない．いくつか書籍を開
いてみると，thatのあとに cannotが置かれること
を示唆する内容が散見された．
　確かに，〈too … to do〉 ≒ 〈so … that S cannot 
do〉のように１対１の公式として覚えるのは学習
者にとっては負担が少なく，学習段階によっては効
果的であるといえる．

　しかし，いくつかの英文を観察する中で，この
cannot を用いた書き換えが成立しないように思え
る事例が複数見つかった．
　初めは，『ジーニアス英和辞典』（第６版）の用例
プラスからの引用である．
⑶ She is too decent to blame you.
　  「彼女は思いやりのある人だから君を責めたりし
ない．」

⑶の文では「君を責めたりしない」と伝えることで
相手を安心させる意図があると考えてよいだろう．
この英文を以下の⑷のように〈so … that S cannot 
do〉で書き換えてしまうと「思いやりがあるので
（本当は責めたいが）責めることができない」のよう
に「人がよすぎることがあだになっている」という
意味にも受け取れ，⑶が含意する内容を正しく表せ
ていない．ここでは，⑸のように，cannot ではな
く wonʼt を用いると，もとの文の内容を正しく表
わせているといえるだろう．
⑷  She is so decent that she canʼt blame you.
　  「彼女は思いやりがあるので，君を責めることが
できない．」

⑸  She is so decent that she wonʼt blame you.
　  「彼女は思いやりがあるので，君を責めることは
ないだろう．」

　次に，中原（2008）には以下の書き換えがある．
⑹  She is so proud that she does not ask for my 
help.

⑺  She is too proud to ask for my help.
　  「彼女は気位が高いので私の助けを求めたりしな
い」

⑹では that 節中で does not が使用され，「彼女は
だれかに依存することのない自立した人物である」
という意味だと考えられる．仮に that節中で does 
not ではなく cannot を使用した場合は「助けを求
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めることができないくらいプライドの高い人物」と
いう意味になり，場合によってはネガティブな印象
にも捉えられるだろう．そうした cannotでは言い
換えがきかない文が，⑺のように〈too … to do〉
で書き換えられている．
　江川（1991）でも類例が見られる．（ここでは，too
のあとに名詞句が続くので，such … thatで書き換
えられている．）
⑻  He is too good an interpreter to make that 
kind of mistake.

⑼  He is such a good interpreter that he wonʼt 
make that kind of mistake.

　  「彼ほどの通訳がそんな間違いをすることはある
まい」

⑼は that heのあとにwonʼtが使用されているので
「うっかりとミスを犯すような人ではない」という
発話者の予測・推量を表しており，それを⑻のよう
に書き換えている．また，解説のなかでは cannot
という言葉を用いず，「so … that で言い換えると
否定が表れる」という表現にとどめている．
　Quirk et al. （1985）でも⑽～⒀のような例を挙げ
ている．
⑽  It is so good a movie that we mustnʼt miss it.
⑾  Itʼs too good a movie to miss.
⑽では that 節中で mustnʼt が使用されている．こ
こでは cannotでも間違いではないが，その場合は
「可能」ではなく「許可」の否定となり「できない」
ではなく「してはいけない」という意味と考えるほ
うが妥当だろう．「not miss it（見逃さないこと）を
義務とする＝見逃してはいけない（禁止）」，つまり
「ぜひ見てほしい」という発話者の思いの強さが伝
わる表現となっており，それを⑾のように書き換え
ている．
⑿  It was such a pleasant day that I didnʼt want 
to go to school.

⒀  It was too pleasant a day to go to school.
⑿でも，cannot を使用せずに didnʼt want として
おり，「できない」ではなく「する気持ちにならな
い」といった意味を表し，⒀のように言い換えてい
る．Quirk et al. （1985）では，以下のように述べて
いる．
There is a close correspondence between so … 
that and such … that constructions, when the 

that-clause is negative, and constructions with 
too and an infinitive clause:
つまり，〈so … that ～〉の that 節内が否定文の場
合は，〈too … to do〉と同じような意味になると説
明されており，that節内が cannotに限られている
わけではないことがわかる．
　興味深いことに，「総合英語」の中でも『アース
ライズ総合英語』（数研出版）のような近年発刊され
た参考書では，「（so … that Sʼ＋Vʼ ～）の形を使っ
て，同じような意味で表すことができる．that（接
続詞）のあとが，否定文になることに注意．」のよう
に，cannot を使った書き換えに限らない説明をし
ているものも見つかる．推測の域ではあるが，イン
ターネットをはじめとした技術が発達したことで，
英語に触れる機会が増え，よりいっそう英語が身近
な時代になった．膨大な量の言語事実を反映するた
めに，文法説明もより多様な例に対応できるものへ
と姿を変えつつあるのではないだろうか．

３．結
　以上，従来の説明で使われてきた〈too … to do〉 
≒ 〈so … that S cannot do〉という書き換えが成り
立たない事例を確認してきた．これらの事例も網羅
するためには〈too … to do〉の書き換えは〈so … 
that S not〉 のように，that節以下は「否定文」と
するのがより正確な説明といえるだろう．形式だけ
に注目した書き換えは，原義を歪めることにもつな
がりかねない．教員の立場として，書き換えを用い
て指導をする際には，適切な英語表現になるように
英文全体の意味を考えることを心がけていきたい．
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